グループホームに対する思い
私の趣味とは、どんなに考えても浮かばず自分が今まで何をしてきたのか何も出ず、人が好きだからをテーマに趣味ではなく人とのかかわりに対する思いを書いてみました。若い時から看護の仕事で病院勤務をしていました。病棟では寝たきりの人が動かれるので抑制をされている患者さん、病院は命を預かる所とわかっていてもそれが普通のように常態化でした。そんな折、新聞やテレビなどで高齢者や認知症の方が自由で楽しく過ごしてもよい、泊ってもよい施設（宅老所）のことを耳にし、興味を引かれ、いろんな情報を入れていき、いろいろな施設を見学させていただき、まさに天と地のような光景でした。笑ったり、怒ったりお一人おひとりが自分らしくされている。そして全く知らない他人同志で過ごしてある。表情も穏やかでイキイキされてある。少人数でいつもそばにいてあげることができる、病院は人の命を預かる所であるが、介護と看護の違いに私は、こんな高齢者の方と過ごしたいと思うようになり、同じ考えを持つ仲間といろんな施設へ行き経験し、平成13年11月、グループホームを筑前町に立ち上げました。はじめは、そうは簡単にはいかず挫折を繰り返しながらもスタッフと共に頑張り、そこで気づかされたことは、利用者様と過ごす時は、私たちの考え方を押し付けているから空回りしていると気づき最初から、他の施設の方から意見を頂きスタッフと共に又原点に戻り、その人らしさを基本にして楽しく過ごして頂きました。これはひとえに専門職である先生方の指導があり、地域の方々の見守りと理解、ご家族様の協力だと思っております。何事もスタート地点に戻り、頑張っていこうと思う日々でございます。
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